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１．GI 産品とカルピスバターを使ったレシピ動画のキャンペーンがスタート 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

カルピス株式会社が、GI産品とカルピスバターを使ったレシピを紹介している 

「ごちそうカルピス株式会社特撰バター」ウェブサイトにおいて、 

8月 30 日から、クイズに答えて好きな GI産品とカルピス特撰バターが当たる 

キャンペーンを行っています。 

応募ページ：https://gochiso-calpisbutter.jp/campaign/（カルピス株式会社） 

 

「みやぎサーモン」「市田柿」「ところピンクにんにく」  

「阿波尾鶏」「行方かんしょ」「十勝川西長いも」 

6つの GI産品の魅力がバターによって引き出されたレシピをぜひご覧ください。 

レシピ動画：https://gochiso-calpisbutter.jp/（カルピス株式会社） 

 

ぜひこの機会に、GI産品を使った料理をお試しください。 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２．GI 登録産品の紹介「第 152号 長州黒かしわ」 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

「長州黒かしわ」は、山口県で昔から飼われ、山口県防府市の玉祖神社にも 

常世長鳴鶏としてまつられている天然記念物「黒柏鶏」を用いて、山口県が 

開発した同県で初の地鶏です。 

「長州黒かしわ」の肉は、「黒柏鶏」のほか軍鶏などの複数の地鶏などを 

交配させることにより、適度な歯ごたえを残しながら柔らかくジューシーで、 

うま味成分であるイノシン酸が多く含まれています。 

 

生産地の長門市周辺は、美しい海岸風景が特徴で、北長門海岸国定公園に指定 

され、別名“海上アルプス”と称される奇岩が連なる「青海島」などの岩礁から 

豊かな漁場として栄え、魚のアラなど高価な飼料が安く手に入る環境により 

養鶏が盛んとなりました。 

 

 

https://gochiso-calpisbutter.jp/campaign/
https://gochiso-calpisbutter.jp/


 

近年、長門市は「焼き鳥のまち」としても知られ、昨年行われた「やきとり 

JAPAN フェスティバル」には 5万人以上が来場しました。今年も 9月 14日から、 

各地の“ご当地焼き鳥”を楽しめる「西日本やきとり祭り」が開催されます。 

また、地元の飲食店や温泉ホテル等でも、「長州黒かしわ」を用いたメニューが 

提供されています。 

自然美を望みながら、絶品グルメに温泉にと、山口県に遊びに行きたくなりますね。 

 

「長州黒かしわ」の詳細： 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/0152/index.html 

「西日本やきとり祭り」の詳細：

https://nanavi.jp/events/nishinihonyakitorimatsuri_nagato/ 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

３．登録の申請の公示について  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

令和 6年 9月 3日に、「泉州水なす」「かづの牛」の登録の申請の公示を 

行いました。  

 

地理的表示法に基づき、登録の申請があったときは、農林水産省ホームページ 

内で「登録の申請の事実の公示」を行います。  

申請については必要に応じて補正を求め、補正が行われると、「登録の申請の 

公示」を 3か月間行います。この公示期間はどなたでも、公示内容について 

意見書を提出することができます。 

申請の公示期間終了後、申請産品は、学識経験者の意見聴取を経て、登録の 

可否が決定されます。  

 

公示等情報の詳細、現在申請の公示中の産品については、以下のホームページ 

からご確認ください。  

（URL）https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/notice/index.html 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集後記  

 

私は、今年の 7月より他省庁から出向し、現在の部署で地理的表示（GI）制度 

の活用や普及等に関する業務を行っています。 

出向元でも知的財産に関する業務を行っていたのですが、今回、農林水産分野 

における知的財産としての GI制度に携わる機会をいただき、勉強になる毎日を 

過ごしています。 

 

私は国内旅行が趣味なのですが、日本各地にはその地域ならではの自然や 

文化が存在し、地域特有のものがたりがあるところに魅力を感じています。 

まさに、GI 制度は、そのような地域に根差した魅力的な産品を保護する 

ものであり、地域と結び付いた産品の品質、製法、評判、ものがたりなどの 

目印として、ブランド価値を守っていくことのできるものです。 

 

 

 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/0152/index.html
https://nanavi.jp/events/nishinihonyakitorimatsuri_nagato/
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/notice/index.html


 

最近は、ふと立ち寄ったお店などで、GIとして登録されている産品や 

その産品を使用した製品などを目にする機会もあり、GIが身近な存在で 

あることを実感しています。 

中には、東京ではなかなか購入できないものや特定の季節しか流通しない 

ものもありますので、旬の時期や旅行先で巡り合うことのできる 

産品があることを、とても楽しみにしています！ 

 

皆様も GI登録されている産品等を見かけた際には、是非手に取っていただき、 

その地域ならではの特性を有する産品の魅力を感じてみてはいかがでしょうか。 

 

※編集後記は地理的表示（GI）担当職員の個人的な雑感を述べたものであり、 

農林水産省の見解を示すものではありません。 
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